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１ アンケート調査の概要 

① 調査目的 

平成27(2015)年９月に策定した「文化 花 咲かそう推進プラン-岸和田市文化振興計画

-」が終期を迎えるにあたり、市内で活動を展開している文化団体の状況と意向を把握し、

次期計画の策定に活かしていくために実施しました。 

 

② 実施方法 

岸和田市内で活動を展開している文化団体から190団体を抽出し、調査票を配布、郵送に

て回収。 

令和４(2022)年８月１日～８月31日を調査期間とし、10月14日回収分をもって締め切り。 

 

③ 回収状況 

調査対象 配布数 回答数 回答率 

市内の文化団体 190 122 64.2％ 

 

 

 

岸和田市の文化団体における芸術分野 

の取組みに関するアンケート調査 集計結果 
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２ 集計結果 

問１ 団体の活動分野について、次の中からお選びください。（〇はいくつでも） 

27.0

9.0

7.4

4.9

4.1

4.1

3.3

3.3

3.3

2.5

2.5

2.5

2.5

1.6

1.6

0.0

4.9

3.3

13.9

9.0

15.6

22.1

6.6

0 20 40

合唱

生活文化

クラシック音楽

美術

工芸

洋舞

その他の音楽

文芸

邦舞

演劇・ミュージカル

伝統芸能

吹奏楽

邦楽

写真

メディア芸術

地域の伝統芸能

文化財

講演会・講座

人形劇

演芸

映画

その他

無回答

(%)

全　体(n=122)

 

○団体の活動分野について、「合唱」が27.0％と最も多く、次いで「生活文化」が22.1％、「ク

ラシック音楽」が15.6％、「美術」が13.9％などと続いています。 
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問２ 団体の構成人数についてお聞かせください。（〇はひとつだけ） 

33.6 45.9 7.4 4.9 5.7 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=122)

1～10人 11～30人 31～50人 51～99人 100人以上 無回答
 

○構成人数は「11～30人」が45.9％と最も多く、次いで「1～10人」が33.6％となっていま

す。 

 

 

問３ 年間の活動資金についてお聞かせください。（〇はひとつだけ） 

78.7 6.6 8.2 5.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=122)

1～50万円 51～99万円 100～499万円 500万円以上 無回答
 

○年間の活動資金については「1～50万円」が78.7％を占めています。 
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問４ 日常の練習や創作など、活動場所として主に利用している施設をお聞かせください。（〇

はいくつでも） 

42.6

9.8

5.7

0.8

51.8

25.0

18.8

2.7

17.0

2.7

5.4

9.8

9.8

7.4

17.2

28.7

11.5

0 20 40 60 80

各公民館

マドカホール

各市民センター

自泉会館

その他公共施設

浪切ホール

民間施設・場所

その他

無回答

(%)

全　体(n=122)

前回調査(n=112)

 

○主に利用している施設について、「各公民館」が42.6％と最も多く、次いで「マドカホー

ル」が28.7％、「各市民センター」が17.2％などと続いています。 

○前回調査と比較すると、「各公民館」や「その他公共施設」が減少し、「マドカホール」が

増加する結果となっています。 

 

 

問５ 活動場所として施設を利用している回数についてお聞かせください。（〇はひとつだけ） 

12.3 32.8 14.8 4.1 2.5

1.6

32.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=122)

週２回以上 週１回程度 月１回程度 半年に１回程度

年に１回程度 その他 無回答
 

○施設の利用回数について、「週１回程度」が32.8％と最も多く、次いで「その他」が32.0％

となっています。 
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問６ 団体の活動成果を市民等に発表する機会はありますか。（〇はひとつだけ） 

91.0 7.4 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=122)

ある ない 無回答
 

○活動成果の発表機会について、「ある」が91.0％を占めています。 

 

 

問６-1 団体の活動成果を市民等に発表する機会は、年に何回ありますか。（〇はひとつだけ） 

78.4 12.6 2.7 6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=111)

１～２回程度 ３～５回程度 ６～10回程度 その他 無回答

 

○創造活動を行っている施設について、「１～２回程度」が78.4％と最も多く、次いで「３

～５回程度」が12.6％となっています。 

 

 

問６-2 団体の活動成果を発表する場所として、主に利用している施設・場所またはその他の機

会をお聞かせください。（〇はいくつでも） 

49.5

12.6

2.7

2.7

15.3

4.5

24.3

31.5

7.2

0 20 40 60 80

マドカホール

各公民館

自泉会館

浪切ホール

各市民センター

その他公共施設

民間施設・場所

その他

無回答

(%)

全　体(n=111)

 

○活動成果を発表する場所について、「マドカホール」が49.5％と最も多く、次いで「各公

民館」が31.5％、「自泉会館」が24.3％などとなっています。 
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問７ 公共施設の文化施設（マドカホールと浪切ホール）を統合した方がいいと思いますか。（〇

はひとつだけ） 

11.5 77.9 10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=122)

統合に賛成 統合に反対 無回答
 

○文化施設の統合について、「統合に反対」が77.9％を占めています。 

 

 

問８ （問６で「ない」と回答した団体）団体の活動成果を市民等に発表する機会の必要性があ

ると考えますか。（〇はひとつだけ） 

33.3 55.6 11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=9)

ある ない 無回答
 

○発表する機会の必要性について、「ない」が55.6％を占めています。 

 

 

問９ コロナで活動にどのような影響や変化がありましたか。（〇は３つまで） 

56.6

9.8

11.5

15.6

5.7

16.4

48.4

6.6

0 20 40 60 80

活動の縮小

活動自体中止

活動場所の確保が困難

成果を発表する場の確保が困難

人材育成が困難

オンラインを活用して活動

その他

無回答

(%)

全　体(n=122)

 

○コロナによる活動への影響について、「活動の縮小」が56.6％と最も多く、次いで「活動

自体中止」が48.4％などとなっています。 
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問10 団体の活動を行っていくにあたり、どのような課題をお持ちですか。（〇は３つまで） 

68.0

18.0

13.9

6.6

2.5

6.6

69.6

25.9

39.3

17.9

17.9

18.8

18.8

3.6

1.8

18.9

15.6

19.7

31.1

7.4

0 20 40 60 80

会員の確保・拡大

高齢化に伴う後継者不足

活動内容のレベル向上

活動資金の調達

次代を担う人材育成

活動場所の確保

コロナ等の感染対策で活動できない

活動の成果を発表する場所の確保

組織体制の強化

その他

無回答

(%)

全　体(n=122)

前回調査(n=112)

 

○活動を行っていくうえでの課題について、「会員の確保・拡大」が68.0％と最も多く、次

いで「高齢化に伴う後継者不足」が31.1％、「活動内容のレベル向上」が19.7％などと続

いています。 

○前回調査と比較すると、「活動内容のレベル向上」や「活動の成果を発表する場所の確保」

が減少し、「高齢化に伴う後継者不足」が増加する結果となっています。 
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問11 団体の活動を行っていくにあたり、市が行うものとして何が大切だとお考えでしょうか。

（〇は３つまで） 

49.2

23.8

12.3

4.9

3.3

5.7

0.8

51.8

38.4

31.3

27.7

22.3

16.1

8.9

8.9

5.4

1.8

2.7

24.6

18.0

34.4

44.3

12.3

0 20 40 60 80

文化施設の整備・充実

資金的援助による文化芸術活動の支援

市民の文化意識の高揚

高齢者、障害者が参加できる環境整備

文化芸術活動に関する情報の提供

文化振興の計画や方針の策定

歴史的文化財及び伝統芸能の保存と活用

質の高い文化芸術活動家・団体の招聘

文化芸術にかかる国際交流の促進

顕彰制度の整備・充実

その他

無回答

(%)

全　体(n=122)

前回調査(n=112)

 

○団体活動を行っていくうえで市が行うべきものについて、「文化施設の整備・充実」が

49.2％と最も多く、次いで「資金的援助による文化芸術活動の支援」が44.3％、「市民の

文化意識の高揚」が34.4％などと続いています。 

○前回調査と比較すると、「資金的援助による文化芸術活動の支援」などが増加する結果と

なっています。 
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問12 団体の活動を行っていくにあたり、団体自らが行うものとして何が大切だとお考えでし

ょうか。（〇は３つまで） 

60.7

8.2

2.5

2.5

50.9

41.1

33.0

23.2

6.3

7.1

4.5

3.6

22.1

5.7

43.4

50.0

7.4

0 20 40 60 80

後継者の発掘・育成

文化活動に関する情報の発信（活動内容のＰＲ等）

観覧･鑑賞の機会の提供

他の文化団体との連携

質の高い文化活動家・団体の招聘

企業等に対する文化活動への支援要請

文化芸術にかかる国際交流の実践

その他

無回答

(%)

全　体(n=122)

前回調査(n=112)

 

○団体活動を行っていくうえで団体自らが行うべきものについて、「後継者の発掘・育成」

が60.7％と最も多く、次いで「文化活動に関する情報の発信（活動内容のＰＲ等）」が50.0％、

「観覧･鑑賞の機会の提供」が43.4％などと続いています。 

○前回調査と比較すると、上位３つの項目すべてにおいて増加する結果となっています。 

 

 

 

 


